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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第53期

第１四半期
連結累計期間

第54期
第１四半期
連結累計期間

第53期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年６月30日

自 2023年４月１日
至 2023年６月30日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 (百万円) 71,486 60,479 258,107

経常利益 (百万円) 6,087 2,424 12,440

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 2,974 1,400 6,418

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 5,762 2,540 10,914

純資産額 (百万円) 127,457 131,774 128,815

総資産額 (百万円) 1,016,896 1,041,611 1,055,875

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 138.18 65.04 298.14

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 10.5 10.6 10.4
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると

認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要

な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

（１） 経営成績等の状況の概要

①経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが2023年５月に

「５類」へ移行するなど、新型コロナウイルス感染症拡大に関するリスクは沈静化し、経済活動の正常化に向けた

動きが継続しています。また総裁交代後も日銀の金融緩和政策が維持されたこと、堅調な日本企業の業績に海外投

資家の注目度が高まったことなどから、日経平均株価は1990年３月以来33年ぶりとなる高値を更新しました。一方

で、2022年２月に勃発したロシアによるウクライナ侵攻は長期化の様相を呈し、欧米諸国の経済制裁と相俟って世

界経済に大きな影響を与えています。加えて、コロナ融資の返済期限到来による企業倒産は増加傾向にあり、為替

変動や物価高騰と併せて国内景気の今後の動向については注視が必要と考えています。

当社グループの属するリース業界においては、業界全体の2023年６月累計のリース取扱高は、前年同期比4.0％増

の１兆89億円となっています。（出典：公益社団法人リース事業協会「リース統計」）

このような状況下において、当社リース事業の契約実行高は前年同期比0.9％減、成約高は同13.9％減となりまし

た。契約実行高が前年割れとなっている主な要因は、前年同期に複数の大型の官公庁自治体案件があったことによ

るものであります。また、成約高についても契約実行高と同様の理由により前年同期を下回っておりますが、これ

は大型案件の計上のタイミングによる一時的な差異であり、年間の見通しでは前年同期を上回るものと想定してお

ります。

ファイナンス事業においては、主にファクタリングの増加により、契約実行高、成約高共に前年同期を上回る結

果となりました。これは主に国内製造業の短期の資金ニーズを取り込めたことによるものであります。

インベストメント事業においては、前年同期に大型の販売用不動産売却収益等を計上したことにより、売上高、

営業利益共に前年同期を下回りました。

その他の事業においては、ヘルスケア施設の賃料収入やPFI手数料収益等を計上したことにより、売上高、営業利

益共に前年同期を上回りました。

経営成績においては、リース事業、ファイナンス事業、その他の事業は増収となるものの、前年同期に大型の販

売用不動産の売却を計上したインベストメント事業の減収により、売上高、売上総利益共に前年同期比減少となり

ました。与信関連費用の減少に伴い、販売費及び一般管理費は前年同期比減少しましたが、売上総利益の減少に伴

い、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益についてはいずれも前年同期を下回る結果となりま

した。

以上により、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高604億79百万円（前年同期比15.4％減）、営業利益25億

49百万円（同49.8％減）、経常利益24億24百万円（同60.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益14億円（同

52.9％減）となりました。
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セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 
a. リース事業

売上高は、前年同期比3.0％増の560億75百万円となったものの、営業利益は貸倒引当金繰入額の計上等により、

前年同期比２億20百万円減少し14億43百万円となりました。

 

b. ファイナンス事業

売上高は、金利収益の増加等により前年同期比46.7％増の17億96百万円となり、営業損益は貸倒引当金戻入額の

計上等により、前年同期比10億41百万円増加し10億25百万円となりました。

 

c. インベストメント事業

売上高は、前年同期に大型の販売用不動産の売却があったこと等から、前年同期比87.8％減の18億62百万円とな

り、営業利益は前年同期比33億61百万円減少の５億31百万円となりました。

 

d. その他の事業

売上高は、ヘルスケア不動産の賃料収入や太陽光売電売上等により、前年同期比27.1％増の７億60百万円とな

り、営業利益は前年同期比25百万円増加の55百万円となりました。

 

②財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて142億63百万円減少し、１兆416億11

百万円となりました。主な要因としては、販売用不動産が61億76百万円増加したものの、リース債権及びリース投

資資産が210億２百万円、現金及び預金が129億４百万円減少したことによります。

負債は、前連結会計年度末に比べて172億22百万円減少し、9,098億37百万円となりました。主な要因としては、

社債（1年内償還予定の社債を含む）が100億円増加したものの、買掛金が114億39百万円、コマーシャル・ペーパー

が100億円減少したことによります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて29億59百万円増加し、1,317億74百万円となりました。主な要因としては、

非支配株主持分が22億46百万円、為替換算調整勘定が９億57百万円増加したことによります。

 
（２）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

該当事項はありません。
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（４）営業取引の状況

①契約実行高

契約実行高は、提出会社の取引が大半を占めているため、提出会社の状況について記載しております。

セグメントの名称

当第１四半期累計期間

（自 2023年４月１日

   至 2023年６月30日）

契約実行高（百万円） 前年同期比（％）

リース事業

ファイナンス・リース 27,145 △7.2

オペレーティング・リース 6,868 16.8

割賦 4,946 △31.4

計 38,959 △8.0

ファイナンス事業 81,694 8.4

その他の事業 800 －

合計 121,454 3.1
 

 

②営業資産残高

 前第１四半期 当第１四半期 　

セグメントの名称
連結会計期間 連結会計期間 増減

（2022年６月30日） （2023年６月30日） 　

 
金額(百万円) 構成比(%) 金額(百万円) 構成比(%) 金額(百万円)

リース事業 606,112 65.3 592,905 61.8 △13,207

ファイナンス事業 225,289 24.3 242,740 25.3 17,451

インベストメント事業 75,939 8.2 96,376 10.0 20,436

その他の事業 20,073 2.2 27,900 2.9 7,826

合計 927,414 100.0 959,922 100.0 32,507
 

（注）当第１四半期連結会計期間におけるインベストメント事業の営業資産残高の内訳は、営業貸付金

が16,488百万円、買取債権が15,088百万円、営業投資有価証券が25,374百万円、販売用不動産が

12,553百万円、投資有価証券が26,871百万円となっております。
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③営業実績

前第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年６月30日）

（単位：百万円）

セグメントの名称 売上高 売上原価 差引利益 資金原価 売上総利益
販売費及び

一般管理費
営業損益

リース事業 54,422 49,781 4,640 582 4,058 2,394 1,664

ファイナンス事業 1,224 0 1,223 277 946 962 △16

インベストメント事業 15,251 10,483 4,768 112 4,656 762 3,893

その他の事業 598 245 352 28 323 293 30

調整 △9 △3 △6 － △6 485 △491

合計 71,486 60,507 10,978 1,000 9,978 4,898 5,079
 

 

当第１四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年６月30日）

（単位：百万円）

セグメントの名称 売上高 売上原価 差引利益 資金原価 売上総利益
販売費及び

一般管理費
営業損益

リース事業 56,075 51,332 4,742 748 3,994 2,550 1,443

ファイナンス事業 1,796 46 1,749 583 1,166 141 1,025

インベストメント事業 1,862 297 1,564 285 1,278 746 531

その他の事業 760 343 416 33 383 327 55

調整 △14 △3 △10 － △10 495 △506

合計 60,479 52,016 8,462 1,651 6,811 4,262 2,549
 

(注) １. セグメントの区分は、主な営業取引の種類により区分しております。

２. 各セグメントの主要品目は以下のとおりであります。

①リース事業

　　情報通信機器、事務用機器及びその他各種設備機器等のリース・レンタル・割賦販売

　　リースに関連する物品売買、満了・中途解約に伴う物件売却及びリース機器の保守サービス等

②ファイナンス事業

　　金銭の貸付、ファクタリング及び配当収益の収受を目的とする有価証券投資等

③インベストメント事業

　　有価証券の売却益の収受を目的とするベンチャー企業向け投資等

　　株式会社リサ・パートナーズが行っているアセット、不動産及びアドバイザリーの各ビジネス

④その他の事業

　　ヘルスケアウェアハウジング事業、再生可能エネルギー発電・売電事業、PFI・PPP事業、観光事業及び

その他各種サービス等

 

 

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 86,000,000

計 86,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,533,400 21,533,400
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数100株

計 21,533,400 21,533,400 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2023年６月30日 ― 21,533,400 ― 3,776 ― 4,648
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 
① 【発行済株式】

   2023年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 700
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 21,522,800
 

215,228 ―

単元未満株式 普通株式 9,900
 

― ―

発行済株式総数 21,533,400 ― ―

総株主の議決権 ― 215,228 ―
 

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式９株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2023年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ＮＥＣキャピタルソリューション
株式会社

東京都港区港南二丁
目15番３号

700 ― 700 0.00

計 ― 700 ― 700 0.00
 

 

２ 【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2023年４月１日から2023年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 35,482 22,577

  割賦債権 38,828 37,929

  リース債権及びリース投資資産 517,945 496,942

  賃貸料等未収入金 22,034 22,166

  営業貸付金 231,611 233,602

  買取債権 12,419 15,088

  営業投資有価証券 22,875 25,374

  販売用不動産 23,827 30,003

  仕掛販売用不動産 － 565

  その他 13,107 14,188

  貸倒引当金 △9,839 △9,656

  流動資産合計 908,292 888,781

 固定資産   

  有形固定資産   

   賃貸資産 55,819 58,080

   その他の営業資産 7,199 7,221

   社用資産 363 351

   有形固定資産合計 63,381 65,654

  無形固定資産   

   賃貸資産 1,437 1,434

   のれん 1,559 1,617

   その他 6,176 6,783

   無形固定資産合計 9,173 9,835

  投資その他の資産   

   投資有価証券 61,737 64,147

   その他 15,301 15,270

   貸倒引当金 △2,011 △2,077

   投資その他の資産合計 75,027 77,339

  固定資産合計 147,583 152,830

 資産合計 1,055,875 1,041,611
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 140 122

  買掛金 15,654 4,215

  短期借入金 27,090 29,227

  1年内返済予定の長期借入金 149,486 148,817

  1年内償還予定の社債 20,000 20,000

  コマーシャル・ペーパー 243,000 233,000

  債権流動化に伴う支払債務 1,286 1,099

  未払法人税等 238 70

  賞与引当金 847 549

  役員賞与引当金 33 10

  その他 38,615 35,793

  流動負債合計 496,394 472,905

 固定負債   

  社債 80,150 90,150

  長期借入金 335,636 330,808

  債権流動化に伴う長期支払債務 2,699 2,538

  退職給付に係る負債 2,034 1,982

  その他 10,145 11,452

  固定負債合計 430,665 436,931

 負債合計 927,060 909,837

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,776 3,776

  資本剰余金 4,646 4,648

  利益剰余金 97,131 96,960

  自己株式 △9 △9

  株主資本合計 105,545 105,375

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,627 1,670

  繰延ヘッジ損益 91 △34

  為替換算調整勘定 2,262 3,220

  退職給付に係る調整累計額 △36 △28

  その他の包括利益累計額合計 3,944 4,827

 非支配株主持分 19,325 21,571

 純資産合計 128,815 131,774

負債純資産合計 1,055,875 1,041,611
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 71,486 60,479

売上原価 61,508 53,668

売上総利益 9,978 6,811

販売費及び一般管理費 4,898 4,262

営業利益 5,079 2,549

営業外収益   

 受取利息 10 11

 受取配当金 39 48

 持分法による投資利益 22 －

 投資事業組合等投資利益 715 45

 受取保険金 － 58

 為替差益 214 －

 その他 20 9

 営業外収益合計 1,024 173

営業外費用   

 支払利息 5 109

 持分法による投資損失 － 14

 投資事業組合等投資損失 2 22

 為替差損 － 140

 その他 8 11

 営業外費用合計 17 298

経常利益 6,087 2,424

特別利益   

 在外子会社清算に伴う為替換算調整勘定取崩益 － 114

 特別利益合計 － 114

税金等調整前四半期純利益 6,087 2,538

法人税、住民税及び事業税 119 521

法人税等調整額 1,631 359

法人税等合計 1,750 881

四半期純利益 4,336 1,657

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,361 257

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,974 1,400
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益 4,336 1,657

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 35 30

 繰延ヘッジ損益 73 △126

 為替換算調整勘定 1,216 520

 退職給付に係る調整額 3 9

 持分法適用会社に対する持分相当額 97 448

 その他の包括利益合計 1,425 882

四半期包括利益 5,762 2,540

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 4,402 2,283

 非支配株主に係る四半期包括利益 1,359 257
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【注記事項】

（会計方針の変更）

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更

 在外子会社の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、当第１四半期

連結会計期間の期首から、期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更しております。この変更は、在外子会

社の重要性が増してきたため、一時的な為替相場の変動による損益等への影響を緩和し、在外子会社の業績をより適

切に連結財務諸表に反映させることを目的とするものであります。

  なお、この変更による影響額は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

偶発債務　

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

保証業務に係る債務保証残高 3,764百万円 3,665百万円

（うち、他社が再保証している債務保証残高） 768百万円 696百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

 

　 前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

 （自　2022年４月１日 （自　2023年４月１日

　 　 至　2022年６月30日） 　 至　2023年６月30日）

減価償却費 3,969百万円 4,508百万円

のれんの償却額 49百万円 47百万円
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月24日
取締役会

普通株式 904 42 2022年３月31日 2022年６月８日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月22日
取締役会

普通株式 1,571 73 2023年３月31日 2023年６月６日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

調整額

（注）

 
四半期連結
損益計算書

計上額
 
 

　

リース事業
ファイナン

ス事業

インベスト

メント事業

その他の

事業
計

売上高 54,422 1,224 15,251 598 71,496 △9 71,486

セグメント利益

又は損失（△）
1,664 △16 3,893 30 5,571 △491 5,079

 

(注)売上高の調整額△９百万円は、主にセグメント間取引による相殺額であります。また、セグメント利益又は損失

の調整額△491百万円は、セグメント利益又は損失と四半期連結損益計算書の営業利益との差額であり、主に各

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

調整額

（注）

 
四半期連結
損益計算書

計上額
 
 

　

リース事業
ファイナン

ス事業

インベスト

メント事業

その他の

事業
計

売上高 56,075 1,796 1,862 760 60,493 △14 60,479

セグメント利益 1,443 1,025 531 55 3,055 △506 2,549
 

(注)売上高の調整額△14百万円は、主にセグメント間取引による相殺額であります。また、セグメント利益の調整額

△506百万円は、セグメント利益と四半期連結損益計算書の営業利益との差額であり、主に各報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

 １株当たり四半期純利益 138円18銭 65円04銭

 (算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 2,974 1,400

 普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純利益(百万円)

2,974 1,400

 普通株式の期中平均株式数(千株) 21,529 21,529
 

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

　2023年５月22日開催の取締役会において、期末配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　 ①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　 　 1,571百万円

　　　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　 　　　73円00銭

　　③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　 2023年６月６日

（注）2023年３月31日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
　

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

　2023年８月４日

ＮＥＣキャピタルソリューション株式会社

取締役会  御中
 

有限責任 あずさ監査法人

 東京事務所
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 深　 井　 康 　治  

     
 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙　 橋 　善 　盛  
 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

るＮＥＣキャピタルソリューション株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度

の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間

（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＮＥＣキャピタルソリューション

株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累

計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかっ

た。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半

期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す

る規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を

作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結

財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す

る責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ

ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他

の四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認め

られる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要

な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表におい

て、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正

に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提

に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表

の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求め

られている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連

結財務諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連

する注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基

礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価

する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠

を入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関し

て責任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レ

ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去

するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード

を適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。

以  上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しておりま
す。

　　　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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